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思います。顎口腔領域の種々の痛みに対しての対症療法と
して用いられ、カロナールやロキソニンといったものが多
用されています。カロナールは妊婦さんも服用可能な比較

的優しい薬で（但し妊娠末
期の服用は禁忌となってい
るので注意を要します）、
ロキソニンは数年前より市
販品も出てきたポピュラー
なものです（写真１）。市
販薬を用いて痛みがとれた
ような場合でも、放置せず
必ず歯科を受診するように
してください。
抜歯をはじめとした外科
処置に際して、多くの場合
で抗菌薬（抗生物質）が処
方されます（写真２）。抜

歯等によって口腔内に顎の骨が露出するため、感染予防と
して出されるケースが多いのですが、必ず処方通りに服用
してください。服薬回数を勝手に変えたり、痛くなくなっ
たからと中断してしまったりすると、抗菌薬の耐性菌がで
きてしまうことがあり、以降、その薬剤が効きにくくなっ
てしまいます。
また、高血圧の薬の中でカルシウム拮抗薬といわれる種
類には副作用として歯肉の腫れを生じてしまうものもあり
ます。病院からもらうお薬情報には、この
種の降圧剤はグレープフルーツジュースと
一緒に飲むことを避けるような注意が書か
れていますので、思い当たる方は歯科を受
診されることをお勧めします。
昨今、口が渇くドライマウスの患者さん
が増加しています。その原因として①加齢、
②ストレス、③糖尿病やシェーグレン症候
群といった疾患、④不規則な生活習慣、⑤
薬剤の副作用（睡眠薬・抗うつ薬・風邪薬・
降圧薬）が挙げられていますが、⑤の薬剤

歯科医院で出される薬というと、ま
ず思い当たるのは痛み止めになるかと

見当たらない場合には、お薬情報の紙（図１）やお薬その
もの（写真４）を持参されても結構です。上に述べた薬以
外にも、骨粗鬆症の薬（ボナロン、ベネット、リカルボン
等）や血液をサラサラにする薬（抗血栓薬－バファリンや
バイアスピリン、ワーファリン等）を服用されている方は、
歯科治療、特に抜歯をはじめとした外科処置に際して十分
な注意が必要となるので、必ず主治医に伝えてください。

による口渇は種類にもよりますが、高齢の方により強い症
状が出現する傾向があります。超高齢社会になり、様々な
薬物、とくに睡眠薬を常用していらっしゃる高齢者の方が
多く見られます。睡眠薬には口渇作用があるので、睡眠中
は自律神経の作用でただでさえ唾液の分泌が少なくなって
いるので、より口渇の症状が強く出てしまいます。担当医
に相談したり、歯科を受診することをお勧めします。

ところで皆さんはお薬手帳
をお持ちでしょうか（写真
３）。他の医療機関を受診す
る際に飲み合わせのチェック
ができますので、歯科を受診
の際にも必ずご持参するよう
にしてください。お薬手帳が

写真２　種々の抗菌薬

図１　お薬情報（グレープフルーツジュースの注意も掲載されています）

写真３　お薬手帳

写真４　高脂血症と高血圧、骨粗鬆症の薬

写真１　痛み止め
（ロキソニンとカロナール）


